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研究の背景と目的：湧水は，湿地の水源となり，その水質が湿地の特性に影響を与えている（例

えば，野崎・辻，1999，陸水生物学報 14；辻ほか，陸水学雑誌 60）。湧水の起源は雨水の浸

透であるが，地質や人間活動の違いによって，近接していても，その水質は大きく変化する（野

崎，2018，矢作川研究22）。特に，人間活動が集中する都市部においては，その違いが顕著に

なると考えられる。本研究は，名古屋市千種区に近接する 3つの湧水と、人間活動との関係を

検討した。 

研究方法：地点1は，東山に位置し，集水域に人間活動がない「金明水（標高 67 m）」，地点

2は，「本山の湧水（標高28 m）」，地点3は，「椙山女学園大学付属小学校の湧水（標高26 m）

である。最も離れている地点1と3の間の直線距離は3.5 kmである。地点1，2では，2016

年4月～2017年5月，地点3では，2015年5月～2017年5月に，それぞれ月1回の頻度で

水質調査を行った。湧水の水源となる降水は，地点1に隣接する椙山女学園大学星が丘学舎の

屋上で採取した。調査項目は，水温，pH，電気伝導度，溶存酸素，アンモニア態窒素，亜硝

酸態窒素，硝酸態窒素，リン酸態リン，珪酸である方法は，日本陸水学会東海支部会（2014，

朝倉書店）に従った。 

結果と考察：図1は，珪酸濃度と電気伝導度との関係を示している。3つの湧水は，同じ地質

を通過してくるため，電気伝導度の変動幅は，ほぼ同じであった。雨水からは珪酸がほとんど

検出されないため，珪酸は地下起源であると言える。一方で，電気伝導度は，地点 1と雨水の

値がほぼ同じ，地点2，地点3と人口集中地帯に近づくほど高い値を示し，これらは人為的負

荷の影響が大きいとみなすことができる。 
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図 1. 湧水と雨水の珪酸（SiO2）濃度と電気伝導度と関係 
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